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の
運勢
１月

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
組
合
員
の
皆
様
に
は
夢
と
希
望
に

満
ち
た
新
年
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

組
合
員
、
利
用
者
の
皆
様
方
に
は
当
Ｊ

Ａ
石
川
か
ほ
く
に
対
し
日
頃
か
ら
ご
理
解
、

ご
利
用
を
賜
り
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
年
も
旧
年
に
倍
し
て
ご
高
配
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
に
よ

り
、
世
界
中
が
未
曾
有
の
危
機
に
直
面
い

た
し
ま
し
た
。
国
内
に
お
い
て
は
、
二
月

か
ら
急
速
に
拡
大
し
、
四
月
に
は
、
政
府

・
石
川
県
の
緊
急
事
態
宣
言
が
発
出
さ
れ

る
な
ど
、
感
染
防
止
策
の
徹
底
、
企
業
活

動
や
働
き
方
な
ど
新
し
い
生
活
様
式
へ
の

取
り
組
み
が
重
要
と
な
り
ま
し
た
。
当
Ｊ

Ａ
に
お
い
て
も
二
月
の
県
下
感
染
者
確
認

を
契
機
に
Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
事
業
継
続
計
画
）
の

再
構
築
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
感
染
拡
大

状
況
を
把
握
し
な
が
ら
、
イ
ベ
ン
ト
・
会

議
・
研
修
の
中
止
、
店
舗
閉
鎖
や
営
業
時

間
の
短
縮
、
渉
外
活
動
の
自
粛
、
職
員
分

散
に
よ
る
業
務
対
応
な
ど
、
感
染
拡
大
防

止
に
向
け
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
、
組
合
員
・
利
用
者
、
役
職

員
の
健
康
を
第
一
に
、
新
し
い
生
活
様
式

で
の
事
業
継
続
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

皆
様
に
は
、
た
い
へ
ん
ご
不
便
を
お
か

け
い
た
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

☆
農
業
・
農
政
を
め
ぐ
る
情
勢

　

生
産
基
盤
の
維
持
、
担
い
手
不
足
・
農

業
労
働
力
の
確
保
、
鳥
獣
被
害
の
拡
大
、

高
温
や
豪
雨
等
に
と
も
な
う
自
然
災
害
、

ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
幅
広
い
品

目
で
の
消
費
減
退
や
価
格
低
迷
な
ど
、
農

業
生
産
・
消
費
構
造
は
、
変
革
し
て
い
ま

す
。
と
り
わ
け
、
担
い
手
の
問
題
で
は
、

農
業
従
事
者
の
高
齢
化
に
伴
う
離
農
や
後

継
者
不
足
が
加
速
し
、
個
人
経
営
体
も
減

少
傾
向
と
な
っ
て
い
る
中
、
会
社
形
態
の

法
人
が
増
加
す
る
な
ど
、
農
業
経
営
体
の

法
人
化
や
規
模
拡
大
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

一
方
、
農
政
で
は
、
農
産
物
の
消
費
減

・
米
の
業
務
需
要
の
低
迷
が
大
き
な
課
題

と
な
っ
て
い
る
中
、
需
要
拡
大
に
向
け
た

支
援
策
の
拡
大
や
需
給
安
定
に
向
け
た
支

援
策
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
な

が
ら
、
二
〇
二
一
年
産
の
主
食
用
米
の
需

要
に
見
合
っ
た
生
産
量
は
六
百
九
十
三
万

ト
ン
。
昨
年
と
比
べ
て
三
十
六
万
ト
ン
、

面
積
換
算
で
六
万
七
千
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
減

産
が
必
要
と
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

転
作
拡
大
に
向
け
て
は
、
輸
出
用
米
等

の
新
規
需
要
米
、
麦
・
大
豆
、
野
菜
な
ど

高
収
益
作
物
に
取
り
組
む
農
家
へ
の
支
援

策
や
低
コ
ス
ト
生
産
技
術
導
入
な
ど
を
条

件
と
し
た
助
成
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
当
Ｊ
Ａ
管
内
に
お
け
る
生
産
調

整
は
、
今
後
県
・
市
町
の
協
力
の
も
と
、

検
討
を
重
ね
配
分
面
積
確
定
次
第
、
生
産

者
の
皆
様
へ
の
ご
相
談
と
と
も
に
ご
理
解

を
い
た
だ
き
た
く
存
じ
ま
す
。

　

こ
れ
ら
、
混
迷
す
る
農
業
情
勢
の
回
復

に
つ
い
て
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
は
引
き
続
き
、

政
府
に
対
し
、
コ
ロ
ナ
対
策
や
農
畜
産
物

需
要
回
復
の
対
策
等
の
支
援
を
要
望
し
て

ま
い
り
ま
す
。

☆
令
和
二
年
度
の
管
内
農
業
概
況

　

青
果
物
で
は
、
小
松
菜
、
ほ
う
れ
ん
草
、

カ
ボ
チ
ャ
、
ス
イ
カ
な
ど
の
野
菜
は
家
庭

消
費
の
増
加
に
品
薄
が
重
な
り
高
値
基
調

の
中
、
順
調
な
出
荷
と
な
り
ま
し
た
。
柿

や
ブ
ド
ウ
の
果
実
に
お
い
て
も
家
庭
内
消

費
が
け
ん
引
し
、
全
体
相
場
は
堅
調
に
推

移
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
中
、
高
松
紋

平
柿
で
は
出
荷
量
も
七
十
五
ト
ン
と
計
画

を
大
き
く
上
回
り
、
ま
た
前
年
新
た
に
設

定
し
た
「
プ
レ
ミ
ア
ム
」
規
格
が
初
セ
リ

で
十
万
円
を
記
録
す
る
な
ど
ブ
ラ
ン
ド
価

値
の
向
上
へ
の
取
り
組
み
も
積
極
的
に
行

わ
れ
ま
し
た
。
畜
産
物
に
つ
い
て
は
、
コ

ロ
ナ
禍
の
学
校
臨
時
休
校
に
よ
り
、
生
乳

が
出
遅
れ
た
も
の
の
回
復
傾
向
と
な
り
ま

し
た
。
稲
作
で
は
、
田
植
え
以
降
気
温
が

高
く
推
移
し
、
七
月
の
出
穂
期
は
日
照
時

間
が
少
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
出
穂
に
バ

ラ
ツ
キ
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
登
熟
期
は
梅

雨
明
け
が
八
月
一
日
と
平
年
に
比
べ
、
八

日
程
度
遅
く
、
低
温
・
寡
照
で
経
過
し
た

こ
と
か
ら
、
成
熟
期
が
や
や
遅
く
な
り
ま

し
た
。
刈
り
取
り
は
ゆ
め
み
づ
ほ
は
平
年

並
み
、
コ
シ
ヒ
カ
リ
は
平
年
よ
り
二
〜
三

日
程
度
遅
く
、
ひ
ゃ
く
ま
ん
穀
は
前
年
よ

り
三
日
程
度
早
く
な
り
ま
し
た
。
一
等
米

比
率
で
は
、
八
十
七
・
八
％
と
前
年
の
八

十
一
・
八
％
を
上
回
る
結
果
と
な
り
ま
し

た
。
集
荷
実
績
は
前
年
比
百
二
・
二
％
の

九
万
八
千
七
百
四
十
六
俵
と
な
り
ま
し
た
。

◇
ほ
く
の
里
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー

　

当
Ｊ
Ａ
の
基
幹
作
物
で
あ
る
水
稲
に
つ

い
て
は
、
従
来
、
津
幡
カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
、
内
灘
、
中
条
、
西
部
、
宇
ノ

気
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
の
計
五
カ
所
で
組
合

員
皆
様
の
大
切
に
育
て
た
お
米
を
乾
燥
調

製
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

「
老
朽
化
等
に
よ
り
稼
働
維
持
が
困
難
な

状
況
」
で
あ
っ
た
こ
と
や
「
品
質
向
上
、

安
心
・
安
全
に
対
応
」
し
た
施
設
、「
乾

燥
調
製
コ
ス
ト
の
圧
縮
」、「
小
ロ
ッ
ト
・

多
品
種
に
対
応
」
し
た
施
設
な
ど
生
産
者

の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
る
と
と
も
に
、
管
内

組
合
員
の
農
業
経
営
の
将
来
像
を
深
く
考

え
、
共
同
乾
燥
調
製
施
設
の
再
編
と
し
て

「
ほ
く
の
里
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
」
を
建
設

し
、八
月
よ
り
稼
働
を
開
始
い
た
し
ま
し
た
。

牡羊座
3/21～4/19

【全体運】相手を受け入れる気持ちが運を開く鍵。来客は笑顔でお出迎えを。新しいことをしたいなら仲間探しから始めて
【健康運】暴飲暴食は控えバランス良く食べましょう　　【幸運の食べ物】ナバナ

年
頭
に
あ
た
っ
て

　

代
表
理
事
組
合
長　
　
　
　
　
　

西　

川　

一　

郎
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の
運勢
１月 牡牛座

4/20～5/20

【全体運】発展的ですが、考えがやや飛躍し過ぎる傾向が。周りの意見にも耳を傾けて。家族でできることにツキあり
【健康運】筋トレなど本格的なトレーニングがお勧め　　【幸運の食べ物】ハーブ

　

「
ほ
く
の
里
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
」
は
、

よ
り
自
然
に
近
い
乾
燥
を
行
う
た
め
の
除

湿
乾
燥
方
式
、
近
年
の
消
費
者
ニ
ー
ズ
の

多
様
化
に
対
応
す
る
た
め
、
小
ロ
ッ
ト
の

受
入
が
で
き
る
ラ
ッ
ク
乾
燥
方
式
、
麦
や

飼
料
用
米
を
効
率
的
に
乾
燥
す
る
遠
赤
外

線
乾
燥
機
を
備
え
、
生
産
者
の
皆
様
が
精

魂
込
め
た
美
味
し
い
お
米
を
こ
れ
ま
で
以

上
に
高
品
質
に
乾
燥
調
製
い
た
し
ま
す
。

　

稼
働
初
年
度
の
荷
受
実
績
は
、
十
二
品

種
、
二
千
二
百
十
七
ト
ン
の
実
績
と
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
乾
燥
調
製
い
た
し
ま
し

た
お
米
の
一
部
は
、
施
設
内
設
置
の
衛
生

管
理
を
徹
底
し
た
最
新
の
精
米
設
備
に
よ

り
製
品
化
し
、
管
内
消
費
者
の
皆
様
に
美

味
し
い
か
ほ
く
米
を
、
さ
ら
に
美
味
し
く

お
届
け
い
た
し
ま
す
。

☆
次
代
へ
つ
な
ぐ
持
続
可
能
な

地
域
農
業
づ
く
り

　

農
水
省
は
、
昨
年
五
月
の
規
制
改
革
推

進
会
議
の
「
農
林
ワ
ー
キ
ン
グ
・
グ
ル
ー

プ
」に
お
い
て
、「
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
自
己
改

革
は
進
展
」
と
評
価
し
た
う
え
で
、
課
題

を
「
農
業
者
の
所
得
向
上
に
向
け
た
取
り

組
み
の
継
続
・
強
化
」、「
農
協
経
営
の
持

続
性
の
確
保
」
と
し
、
更
な
る
改
革
を
強

化
す
る
構
え
で
あ
り
、
こ
れ
を
踏
ま
え
Ｊ

Ａ
グ
ル
ー
プ
で
は
、「
農
業
者
の
所
得
増

大
」「
農
業
生
産
の
拡
大
」「
地
域
の
活
性

化
」
の
、
実
現
に
向
け
て
一
層
の
取
り
組

み
を
強
化
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

当
Ｊ
Ａ
に
お
き
ま
し
て
も
、
第
二
次
地

域
農
業
振
興
計
画
や
昨
年
六
月
の
第
二
十

六
回
通
常
総
代
会
に
て
ご
承
認
い
た
だ
き

ま
し
た
第
八
次
中
期
三
カ
年
計
画
の
実
践

に
お
い
て
、
Ｊ
Ａ
自
己
改
革
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。「
農
業
者
の
所
得
増
大
」「
農

業
生
産
の
拡
大
」
に
つ
い
て
は
、
か
ほ
く

米
ト
ー
タ
ル
コ
ス
ト
低
減
運
動
な
ど
引
き

続
き
低
コ
ス
ト
農
業
の
普
及
拡
大
を
進
め

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
将
来

的
・
持
続
的
な
実
現
に
つ
い
て
は
、
担
い

手
確
保
が
問
題
で
あ
り
、
地
域
農
業
の
生

産
構
造
の
改
善
が
急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

当
Ｊ
Ａ
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
集
落
営
農

の
組
織
化
と
法
人
化
を
進
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
現
在
、
Ｊ
Ａ
石
川
か
ほ
く
集
落

営
農
組
織
連
絡
協
議
会
は
三
十
七
組
織
と

な
り
、
二
十
三
の
組
織
が
法
人
化
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
高
松
ぶ
ど
う
生
産
組
合
で
は
、

栽
培
百
周
年
を
機
に
新
規
就
農
の
若
手
十

八
名
に
対
し
、
定
期
的
に
勉
強
会
を
開
き
、

次
世
代
へ
の
生
産
技
術
や
事
業
承
継
な
ど

次
の
百
年
に
向
け
た
取
り
組
み
が
開
始
さ

れ
ま
し
た
。
当
Ｊ
Ａ
で
は
、
昨
年
四
月
よ

り
、「
無
料
職
業
紹
介
所
」を
開
所
い
た
し
ま

し
た
。
働
き
手
が
ほ
し
い
農
業
者
と
働
き

た
い
人
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
に
よ
り
、
労
働

力
の
確
保
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
現
在

二
十
五
名
が
マ
ッ
チ
ン
グ
さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
㈱
Ｊ
Ａ
ア
グ
リ
サ
ポ
ー
ト
か
ほ

く
と
連
携
し
、
新
規
就
農
者
の
募
集
を
開

始
い
た
し
ま
し
た
。
将
来
の
地
域
の
核
と

な
る
担
い
手
を
育
成
す
る
た
め
、
就
農
希

望
者
を
㈱
Ｊ
Ａ
ア
グ
リ
サ
ポ
ー
ト
か
ほ
く

の
研
修
生
と
し
て
受
け
入
れ
、
営
農
定
着

支
援
ま
で
一
貫
し
た
支
援
を
行
い
ま
す
。

☆
持
続
可
能
な

Ｊ
Ａ
経
営
基
盤
の
確
立

　

こ
れ
ら
自
己
改
革
を
支
え
る
Ｊ
Ａ
経
営

基
盤
の
確
立
に
つ
い
て
も
、
今
後
の
取
り

組
み
の
強
化
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
将

来
に
わ
た
り
持
続
可
能
な
経
営
基
盤
の
確

立
・
強
化
を
図
る
た
め
、
経
済
事
業
の
収

支
改
善
及
び
経
済
事
業
運
営
方
式
の
見
直

し
を
は
じ
め
、
経
営
課
題
の
洗
い
出
し
と

明
確
化
を
図
り
、
経
営
基
盤
強
化
策
の
検

討
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
厳
し
い
農
業
環
境

の
中
、
Ｊ
Ａ
自
己
改
革
に
邁
進
し
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
組
合
員
の
皆
様
に
は
今
後

と
も
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
と
と

も
に
、
組
合
員
、
並
び
に
ご
家
族
の
一
層

の
ご
多
幸
を
祈
念
し
、
年
頭
の
挨
拶
と
い

た
し
ま
す
。

　

旧
年
中
は
組
合
員
・
利
用
者
の
皆
様
に
は
格
別
の
お
引
き
立
て
を
賜
り
、

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
年
も
相
変
わ
ら
ず
倍
旧
の
ご
愛
顧
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

謹
ん
で
新
年
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す

代
表
理
事
専
務

村
井　

一
宏

常
務
理
事

田
中　

光
博

理　
　

事

吉
田　

秀
夫

〃

森
田　

惠
子

〃

安
下　

正
之

〃

寺
井　

浩
幸

〃

丹
羽　

講
平

〃

米
田　

悦
子

〃

谷
口　

孝
三

〃

荒
木　

恵
子

〃

長
田　

順
一

〃

山
﨑　

武
志

理　
　

事

井
田　

宏
子

〃

田
端
い
ず
み

〃

倉
知　

清
志

〃

大
澤　

朗
正

〃

大
田　
　

建

〃

瀧
川　

圭
太

代
表
監
事

中
村　
　

壽

常
勤
監
事

山
下　

充
晃

監　
　

事

今
本　

重
蔵

〃

瀧
川　

嘉
孝

〃

長　
　

和
義
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4

の
運勢
１月 双子座

5/21～6/21

【全体運】上昇運です。迷ったり何か変だなと感じたりした場合は結論を急がないように。じっくり進めた方が好結果に
【健康運】考え過ぎはよくありません。入浴で気分転換　　【幸運の食べ物】ミズナ

　

令
和
二
年
度
第
一
回
Ｊ
Ａ
石
川
か
ほ

く
地
域
農
業
推
進
大
会
が
十
一
月
二
十

五
日
、
津
幡
町
文
化
会
館
シ
グ
ナ
ス
に

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
認
定
農
業
者
を

は
じ
め
、
集
落
営
農
組
織
な
ど
関
係
者

約
二
百
二
十
名
が
参
加
。
西
川
一
郎
代

表
理
事
組
合
長
は
「
大
会
で
得
た
情
報

や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
基
に
、
今
後
の
農
業
経

営
の
発
展
、
ま
た
地
域
農
業
の
リ
ー
ダ

ー
と
し
て
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を
祈
念
す

る
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
、
県
央
農
林
総
合
事
務
所

職
員
が
令
和
二
年
産
水
稲
・
園
芸
・
果

樹
の
生
育
概
況
に
つ
い
て
説
明
。
当
Ｊ

Ａ
は
「
ゼ
ロ
か
ら
出
発
！
白
ね
ぎ
百
ト

ン
産
地
を
目
指
し
て
」
を
テ
ー
マ
に
、

持
続
可
能
な
産
地
づ
く
り
を
目
的
と
し

た
新
し
い
取
組
み
を
提
案
し
ま
し
た
。

人
材
育
成
と
地
域
生
産
振
興
体
制
の
強

化
を
図
り
、
令
和
十
年
度
ま
で
に
白
ね

ぎ
百
ト
ン
の
産
地
育
成
を
目
指
し
ま
す
。

　

ま
た
石
川
県
立
大
学
生
産
科
学
科
の

塚
口
直
史
准
教
授
は
、「
ド
ロ
ー
ン
で
稲

の
生
育
診
断
」
と
題
し
、
先
端
技
術
の

導
入
に
よ
る
ス
マ
ー
ト
農
業
の
将
来
像

に
つ
い
て
講
演
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
当
Ｊ
Ａ
が
進
め
て
い
る
第
二

次
地
域
農
業
振
興
計
画
の
三
つ
の
基
本

方
針
（
①
世
代
交
代
に
対
応
で
き
る
担

い
手
づ
く
り
②
需
要
に
応
じ
た
農
産
物

生
産
に
よ
る
産
地
づ
く
り
③
地
域
活
性

化
に
よ
る
持
続
可
能
な
む
ら
づ
く
り
）

に
基
づ
き
、
令
和
三
年
度
の
農
業
生
産

支
援
の
強
化
を
図
る
こ
と
を
提
示
し
、

持
続
可
能
な
農
業
の
実
現
に
向
け
て
さ

ら
に
動
き
出
し
ま
し
た
。

続
可
能
な
農
業
の
実
現
の
た
め

地
域
農
業
推
進
大
会
開
催

園芸産地の新しい取組みについて
説明する当ＪＡ職員

　

河
北
潟
生
産
出
荷
組
合
施
設
園
芸
部

会
の
北
本
安
信
さ
ん
は
、
津
幡
町
湖
東

に
あ
る
圃
場
（
七
ア
ー
ル
）
で
、
県
内

で
初
と
な
る
タ
マ
ネ
ギ
の
セ
ッ
ト
栽
培

に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

セ
ッ
ト
栽
培
は
、
タ
マ
ネ
ギ
の
休
眠

を
利
用
し
て
冬
の
寒
い
時
期
に
新
タ
マ

ネ
ギ
が
収
穫
で
き
る
栽
培
方
法
で
す
。

三
月
中
旬
に
種
を
ま
き
、
育
苗
と
な
る

セ
ッ
ト
球
を
自
ら
作
り
、
九
月
上
旬
に

は
十
度
以
下
で
冷
温
処
理
さ
れ

た
約
一
万
三
千
個
の
セ
ッ
ト
球

が
定
植
さ
れ
ま
し
た
。

　

長
雨
の
影
響
で
白
色
疫
病
が

一
部
み
ら
れ
た
も
の
の
生
育
は

順
調
。
十
二
月
一
日
に
は
試
し

掘
り
が
行
わ
れ
、
九
日
の
収
穫

作
業
で
は
葉
が
倒
れ
た
も
の
を

選
び
な
が
ら
直
径
十
セ
ン
チ
以

上
の
大
き
さ
ま
で
育
っ
た
新
タ

マ
ネ
ギ
が
一
つ
一
つ
丁
寧
に
手

で
掘
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

北
本
さ
ん
は｢

新
し
い
栽
培

方
法
に
よ
っ
て
、
こ
の
時
期
に

し
か
味
わ
え
な
い
新
タ
マ
ネ
ギ

を
作
る
事
が
で
き
た
。
今
後
、

遊
休
農
地
を
活
用
し
て
収
量
を

増
や
す
と
と
も
に
、
将
来
的
に

ブ
ラ
ン
ド
化
に
繋
が
れ
ば
嬉
し
い｣

と

話
し
ま
し
た
。

　

新
鮮
で
柔
ら
か
く
サ
ラ
ダ
な
ど
の
生

食
で
味
わ
う
こ
と
が
で
き
る
新
タ
マ
ネ

ギ
は
端
境
期
に
収
穫
す
る
た
め
高
価
格

で
の
販
売
が
期
待
で
き
ま
す
。
一
月
下

旬
ま
で
に
約
二
ト
ン
を
県
内
の
市
場
を

中
心
に
出
荷
し
、
県
内
の
ス
ー
パ
ー
や

生
産
者
直
売
所｢

そ
く
さ
い
か
ん｣

な

ど
で
販
売
さ
れ
る
予
定
で
す
。

冬
採
り
栽
培
で
新
タ
マ
ネ
ギ
を
収
穫

採
り
栽
培
で
新
タ
マ
ネ
ギ
を
収
穫

新タマネギを収穫する北本さん

「
持



5

の
運勢
１月 蟹　座

6/22～7/22

【全体運】周囲がにぎやかに。たくさんのお誘いが舞い込む予感です。交通整理は必要ですが、できるだけお付き合いを
【健康運】人と一緒に運動すると励みに。楽しく継続　　【幸運の食べ物】寒ブリ

　

か
ほ
く
市
大
海
小
学
校
は
十
一
月
二

日
、
同
校
オ
リ
ジ
ナ
ル
米｢

大
海
っ
子

米｣

の
袋
詰
め
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

｢

大
海
っ
子
米｣

は
五
年
生
二
十
名

が
八
月
下
旬
に
稲
刈
り
体
験
で
収
穫
し

た｢

ゆ
め
み
づ
ほ｣

。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
、
今
年
も
収

穫
し
た
新
米
を
多
く
の
人
に
届
け
た
い

と
い
う
思
い
か
ら
、
新
し
い
取
り
組
み

と
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ラ
ベ
ル
作
り
で
は
児
童
が
メ
ッ
セ
ー

ジ
カ
ー
ド
に｢

大
海
っ
子
米｣

の
説
明

や
、
自
分
の
名
前
を
書
き
、
マ
ジ
ッ
ク

で
色
づ
け
。
飾
り
つ
け
に
稲
穂
や
お
米

の
イ
ラ
ス
ト
な
ど
心
を
込
め
て
書
き
込

ん
で
い
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
お
米
を
袋
に
詰
め

る
作
業
で
は
、
約
四
十
キ
ロ

の
お
米
を
計
量
カ
ッ
プ
で
二

合
分
を
計
り
な
が
ら
一
つ
一

つ
慎
重
に
袋
詰
め
し
て
い
き

ま
し
た
。

　

今
回
、
百
二
十
袋
作
ら
れ

た｢

大
海
っ
子
米｣

は
全
校

生
徒
に
配
ら
れ
、
十
二
月
中

旬
に
、
お
世
話
に
な
っ
て
い

る
地
域
の
人
に
プ
レ
ゼ
ン
ト

す
る
予
定
で
す
。

｢大海っ子米｣ を計量カップで計る児童 メッセージカードに書き込む児童

　

高
松
紋
平
柿
生
産
組
合
は
十
一
月
十

一
日
、
当
Ｊ
Ａ
高
松
集
出
荷
場
で
か
ほ

く
市
内
六
校
の
小
学
三
年
生
約
三
百
人

を
対
象
に
、
同
市
特
産
「
高
松
紋
平
柿｣

の
渋
抜
き
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

　
当
Ｊ
Ａ
職
員
の
櫻
井
和
幸
さ
ん
が
「
高

松
紋
平
柿｣

の
由
来
や
渋
柿
が
甘
く
な

る
方
法
な
ど
を
説
明
。
昨
年
市
場
デ
ビ

ュ
ー
し
た｢

高
松
紋
平
柿
プ
レ
ミ
ア
ム｣

が
初
競
り
で
一
箱
（
六
個
）
に
十
万
円

の
値
が
付
い
た
話
で
は
児
童
か
ら
驚
き

の
声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

当
初
は
、
収
穫
体
験
を
予
定
し
て
い

ま
し
た
が
、
早
朝
の
雨
の
影
響
に
よ
り

中
止
と
な
っ
た
た
め
、
同
施
設
の
脱
渋

設
備
や
選
果
・
箱
詰
め
作
業
を
見
学
。

　

ま
た
、「
高
松
紋
平
柿｣

を
甘
く
す

る
た
め
の
渋
抜
き
体
験
で
は
、
生
産
者

指
導
の
下
、
発
砲
ス
チ
ロ
ー
ル
の
箱
に

「
高
松
紋
平
柿｣

を
一
つ
一
つ
並
べ
て

い
き
ま
し
た
。
箱
一
杯
に
な
る
と
新
聞

紙
と
脱
渋
用
の
ア
ル
コ
ー
ル
を
染
み
込

ま
せ
た
脱
脂
綿
を
載
せ
て
密
封
。
果
実

の
渋
が
抜
け
る
ま
で
の
約
一
週
間
、
そ

れ
ぞ
れ
の
学
校
に
持
ち
帰
り
、
開
封
を

心
待
ち
に
し
て
い
ま
し
た
。

高
松
紋
平
柿

松
紋
平
柿｣｣

渋
抜
き
体
験

渋
抜
き
体
験

箱に ｢高松紋平柿｣ を並べる児童

選果・出荷作業を見学する児童

稲
刈
り
体
験
で
収
穫
し
た
お
米

刈
り
体
験
で
収
穫
し
た
お
米

｢｢

大
海
っ
子
米

大
海
っ
子
米｣｣
「



6

の
運勢
１月 獅子座

7/23～8/22

【全体運】ハプニング運となっています。一筋縄ではいきにくいので第２案、第３案の用意を。議論は熱くなり過ぎないで
【健康運】ストレッチで体の柔軟性をキープ　　【幸運の食べ物】カキ（牡蠣）

　

高
松
ぶ
ど
う
生
産
組
合
は
十
一
月
十

一
日
、
か
ほ
く
市
高
松
の
山
森
ぶ
ど
う

園
の
圃
場
で
、｢
高
松
ぶ
ど
う｣

の
剪

定
講
習
会
を
行
い
、
生
産
者
や
関
係
者

約
二
十
五
人
が
、
樹
勢
を
整
え
る
剪
定

の
仕
方
を
学
び
ま
し
た
。

　

剪
定
は
、
翌
年
に
伸
び
る
枝
を
見
込

み
な
が
ら
行
う
た
め
、
次
年
度
の
生
育

を
左
右
す
る
重
要
な
作
業
で
あ
り
、
経

験
と
セ
ン
ス
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

同
組
合
の
架
谷
平
治
さ
ん
が
講
師
を

務
め
、
実
際
に
ぶ
ど
う
樹
に
ハ
サ
ミ
を

入
れ
実
演
。
今
回
、｢

高
松
ぶ
ど
う
若

手
の
会｣

の
メ
ン
バ
ー
も
参
加
し
て
お

り
、
次
世
代
へ
つ
な
ぐ
た
め
の
熟
練
し

た
剪
定
技
術
を
教
わ
り
ま
し
た
。

高

　

当
Ｊ
Ａ
集
落
営
農
組
織
連
絡
協
議
会

は
十
一
月
十
三
日
、
津
幡
町
文
化
会
館

シ
グ
ナ
ス
で
、
農
作
業
リ
ス
ク
管
理
研

修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
管
内
十
七
営

農
組
織
、
関
係
者
ら
約
五
十
名
が
参
加
。

　

講
演
で
は
、
松
田
綜
合
法
律
事
務
所

弁
護
士
の
菅
原
清
暁
氏
に
よ
る
「
農
作

業
リ
ス
ク
の
た
め
の
安
全
管
理
対
策
」

と
題
し
た
基
調
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

過
去
の
農
作
業
死
亡
事
故
の
発
生
状
況

か
ら｢

乗
用
型
ト
ラ
ク
タ
ー｣

や｢

歩

行
型
ト
ラ

ク
タ
ー｣

な
ど
の
死

亡
事
故
に

繋
が
る
特

徴
を
学
び

ま
し
た
。
ま
た
、
安
全
意
識
を
高
め
る

農
業
機
械
の
安
全
装
備
の
認
識
、
自
己

点
検
の
重
要
性
か
ら
、
参
加
者
は
安
全

に
農
作
業
す
る
大
切
さ
を
改
め
て
感
じ
、

理
解
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

集

基調講演の様子

ぶどう樹にハサミを入れる架谷平治さん

落
営
農
組
織
連
絡
協
議
会

落
営
農
組
織
連
絡
協
議
会

　

の
と
里
山
海
道
高
松
Ｓ
Ａ
道
の
駅
高

松
は
十
一
月
十
四
日
、
道
の
駅
高
松
里

山
館
イ
ベ
ン
ト
広
場
に
て
、
秋
の
「
さ

と
や
ま
マ
ル
シ
ェ
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

七
月
に
引
き
続
き
、
今
年
二
回
目
の

開
催
。
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
か
ほ
く
市
特

産
品
の｢
高
松
紋
平
柿｣

｢

か
ほ
っ
く

り｣
｢

砂
丘
長
い
も｣

を
各
生
産
組
合
・

部
会
が
Ｐ
Ｒ
し
安
価
で
販
売
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、｢

朝
ど
れ
野
菜
市｣

で
は
小
松

菜
や
白
ね
ぎ
な
ど
を
販
売
。
地
元
野
菜

が
入
っ
た｢

小
松
菜
マ
フ
ィ
ン｣

｢

な
が

い
も
チ
ッ
プ
ス｣

な
ど
の
加
工
品
も
店

頭
に
並
び
ま
し
た
。
開
店
前
か
ら
長
蛇

の
列
が
で
き
、
旬
の
味
覚
を
買
い
求
め

よ
う
と
賑
わ
い
を
み
せ
て
い
ま
し
た
。

秋

｢高松紋平柿｣ を買い求める来場者

の
味
覚

の
味
覚

「
さ
と
や
ま
マ
ル
シ
ェ
」

「
さ
と
や
ま
マ
ル
シ
ェ
」

「

松
ぶ
ど
う

松
ぶ
ど
う｣｣

剪
定
講
習
会

剪
定
講
習
会

　

か
ほ
く
市
大
海
小
学
校
三
年
生
十
七

名
は
十
一
月
十
三
日
、
同
市
瀬
戸
町
に

あ
る
髙
﨑
武
義
さ
ん
の
畑
で
、
七
月
に

土
寄
せ
し
た
大
豆｢

エ
ン
レ
イ｣

の
脱

穀
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

髙
﨑
さ
ん
の
説
明
後
、
脱
穀
作
業
に

取
り
掛
か
る
と
、
児
童
ら
は
事
前
に
刈

り
取
っ
た
大
豆
の
茎
を
束
に
し
て
腕

い
っ
ぱ
い
に
抱
え
な
が
ら
脱
穀
機
ま
で

運
び
ま
し
た
。

　

脱
穀
後
は
、
畑
に
落
ち
て
い
る
大
豆

を
収
穫
。
児
童
は
、
豆
の
数
や
大
き
さ

で
競
い
合
う
な
ど
楽
し
み
な
が
ら
、
大

切
に
育
て
て
き
た
大
豆
を
拾
い
集
め
て

い
ま
し
た
。

　

今
後
は
自
然
乾
燥
さ
せ
、
十
二
月
に

選
別
作
業
を
行
い
来
年
一
月
下
旬
に
み

そ
の
仕
込
み
作
業
を
行
い
ま
す
。

み
そ
造
り
学
習

そ
造
り
学
習

大
豆
の
脱
穀
作
業

大
豆
の
脱
穀
作
業

大豆の茎を運ぶ児童
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の
運勢
１月 乙女座

8/23～9/22

【全体運】運勢は大きく盛り上がり、あなたが間に入ればトラブルも解決へ。頼まれ事で忙しくなるのは吉兆。旅行にツキ
【健康運】音楽に合わせリズミカルに体を動かして　　【幸運の食べ物】ミカン

　

宇
ノ
気
支
店
は
十
一
月
五
日
、
第
十

一
回
ま
な
た
び
友
の
会
「
か
歩ほ

く　

つ

ま
み
食
い
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
」
を
開
催
し
、

四
十
八
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
か
ほ
く
市
外
日
角
の
創
楽

カ
フ
ェ
前
を
出
発
し
、
地
元
の
ス
イ
ー

ツ
店
を
巡
り
な
が
ら
約
三
キ
ロ
の
コ
ー

ス
を
散
策
す
る
企
画
。
コ
ー
ス
の
途
中

で
は
地
元
食
材
を
使
っ
た
甘
い
ス
イ
ー

ツ
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
、「
に
こ
に

こ
お
は
ぎ
」
で
は
き
な
粉
と
胡
麻
の
二

種
類
の
味
が
楽
し
め
る
お
は
ぎ
の
食
べ

比
べ
や
、「
高
田
製
パ
ン
所
」
で
は
人
気

の
食
パ
ン
を
提
供
し
て
く
れ
る
な
ど
、

各
店
自
慢
の
逸
品
を
美
味
し
く
頂
き
ま

し
た
。

　

こ
の
日
は
秋
晴
れ
の
い
い
天
気
と
な

り
、
海
の
景
色
が
綺
麗
に
見
え
、
清
々

し
い
風
の
中
、
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を
楽
し

み
ま
し
た
。

　

松
本
裕
美
同
支
店
長
は
「
天
気
も
よ

く
気
持
ち
の
い
い
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
と

な
っ
た
。
協
力
頂
い
た
皆
さ
ん
の
お
か

げ
で
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が

で
き
良
か
っ
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

か
ほ
く
市
野
寺
で
十
一
月
十
五
日
、

峠
の
駅
「
の
で
ら
」
の
完
成
記
念
イ
ベ

ン
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
に
は
地
元
産
の
「
の
で
ら

米
」や「
野
菜
」、
同
市
特
産
「
高
松
紋
平

柿
」
な
ど
が
販
売
さ
れ
た
ほ
か
、
女
性

会
に
よ
る
豚
汁
が
振
る
舞
わ
れ
賑
わ
い

を
見
せ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
丸
太
や
竹

を
切
る
体
験
や
竹
を
燃
料
と
し
た
足
湯

の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
親
子
で
楽
し
む
様

子
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

峠
の
駅
「
の
で
ら
」
を
管
理
す
る
藏

谷
清
元
さ
ん
は
「
今
後
も
定
期
的
に
農

産
物
の
販
売
を
行
い
、
野
寺
の
魅
力
を

発
信
し
て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

峠

賑わいをみせる峠の駅「のでら」

　

か
ほ
く
市
の
イ
オ
ン
ス
タ
イ
ル
か
ほ

く
は
十
一
月
十
五
日
、
イ
オ
ン
モ
ー
ル

か
ほ
く
ア
ク
ア
コ
ー
ト
特
設
会
場
に
て

「
秋
の
め
ぐ
み
大
集
合
」
と
題
し
て
、

同
市
特
産
品
や
新
鮮
野
菜
の
即
売
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
同
市
と
当
Ｊ
Ａ
も
協

力
し
初
め
て
の
開
催
。

　

会
場
で
は
、
同
市
特
産
品
ブ
ラ
ン
ド

の
「
高
松
紋
平
柿
」「
か
ほ
っ
く
り
」「
砂

丘
長
い
も
」
の
ほ
か
、
新
鮮
野
菜
で
は

「
小
松
菜
」「
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
」「
白
ね
ぎ
」

「
白
菜
」
な
ど
、
地
元
産
の
秋
の
め
ぐ

み
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

　

来
場
者
は
「
新
鮮
野
菜
が
綺
麗
に
並

ん
で
い
て
、
色
ん
な
野
菜
を
買
い
込
ん

で
し
ま
っ
た
」
と
笑
顔
で
話
し
て
い
ま

し
た
。

か

地元産の新鮮野菜を買い求める来場者

ほ
く
市
特
産
品
が
ズ
ラ
リ

ほ
く
市
特
産
品
が
ズ
ラ
リ

「
秋
の
め
ぐ
み
大
集
合
」

「
秋
の
め
ぐ
み
大
集
合
」

の
駅
「
の
で
ら
」
オ
ー
プ
ン

の
駅
「
の
で
ら
」
オ
ー
プ
ン

か

試食のスイーツを味わう参加者（にこにこおはぎ前）

ウオーキングを楽しむ参加者

歩歩ほほ

く
つ
ま
み
食
い
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

く
つ
ま
み
食
い
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

ま
な
た
び
友
の
会

ま
な
た
び
友
の
会

協
力
店
舗

・
創
楽
カ
フ
ェ
（
マ
フ
ィ
ン
）

・
ヤ
ク
ル
ト
か
ほ
く
サ
ー
ビ
ス（
ヤ
ク
ル
ト
）

・
ハ
ス
テ
ィ
ー
（
ワ
ッ
フ
ル
）

・
に
こ
に
こ
お
は
ぎ
（
お
は
ぎ
）

・
高
田
製
パ
ン
所
（
食
パ
ン
）

・
は
な
の
ね
（
か
き
も
ち
）

 

＊
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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　私たち夫婦は原木を使った椎茸栽培を行い50年勤めてき
ました。これまで苦労など色々ありましたが、３人の子供と
５人の孫達がいるなか、今年の３月で、結婚から60年目の
｢ダイヤモンド婚｣ を迎えることができました。
　昔は、夫婦で海外旅行にもよく行き、アジアや欧州など巡
りました。旅行先でみた風景や街並みなど、テレビに映ると、
お互い ｢この場所二人で見たね｣ ｢色んな国を旅行できて良
かったね｣ と話ながら懐かしさを感じています。
　現在は、なかなか旅行には行けなくなってきたので、地域
の麻雀大会や、川柳を詠むことが楽しみになっています。
　外に出かける時も、二人揃って出掛けており、これからも
夫婦仲良く助け合っていきたいです。

津幡町  藤澤欽一さん・充子さん

　
今
回
は
、
私
の
大
好
き
な
内
灘
町
在�

住
の
中
林
さ
ん
ご
夫
妻
を
紹
介
し
ま
す
。�

奥
様
の
恭
子
さ
ん
と
出
会
っ
た
の
は
今

か
ら
五
年
前
の
夏
、
金
沢
医
科
大
学
病

院
の
回
復
期
病
棟
で
す
。
恭
子
さ
ん
は

学
校
を
卒
業
後
、銀
行
に
お
勤
め
さ
れ
、

ま
も
な
く
運
命
の
出
会
い
か
ら
若
く
し

て
夫
の
力
さ
ん
に
嫁
ぎ
ま
し
た
。
力

さ
ん
の
農
業
に
夢
を
抱
く
姿
に
共
感

し
、
今
ま
で
と
は
一
変
し
た
生
活
が

始
ま
り
ま
し
た
。
二
人
は
文
字
通
り

夫
唱
婦
随
の
船
出
と
な
り
、
ご
実
家

の
水
田
か
ら
始
ま
り
、
ま
も
な
く
内

灘
町
湖
西
の
酪
農
を
始
め
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
子
供
さ
ん
も
三
人
授

か
り
、
あ
の
頃
を
思
い
出
す
と
無
我�

夢
中
の
生
活
だ
っ
た
と
話
さ
れ
ま
す
。�

と
こ
ろ
が
そ
の
苦
労
か
ら
か
、
五
十�

代
に
て
脳
出
血
で
倒
れ
ら
れ
ま
し
た
。�

現
在
、
恭
子
さ
ん
に
は
軽
い
マ
ヒ
は

残
っ
て
い
ま
す
が
、
リ
ハ
ビ
リ
特
化
型

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
リ
ハ
ビ
リ
を
続
け
、

高
齢
な
他
利
用
者
か
ら
慕
わ
れ
、『
ひ

ま
わ
り
』
の
よ
う
な
存
在
で
す
。
ま
た

初
め
て
お
会
い
し
た
時
、
夫
の
力
さ
ん

の
「
頼
む
、
あ
い
つ
に
は
た
い
そ
う
ば

か
り
さ
せ
た
、
こ
れ
か
ら
幸
せ
に
し
て

や
り
た
い
」
と
拳
を
握
り
締
め
て
話
し

た
姿
は
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
私
の
役
割�

は
こ
う
し
た
家
族
の
願
い
を
受
け
止
め
、�

順
調
に
回
復
さ
れ
退
院
後
の
生
活
を
応

援
さ
せ
て
頂
く
こ
と
で
す
。
中
林
さ
ん

ご
夫
妻
は
、
人
生
の
次
の
ス
テ
ッ
プ
を

歩
み
な
が
ら
二
輪
草
の
よ
う
に
笑
っ
て

過
ご
さ
れ
て
い
ま
す
。

�

介
護
支
援
専
門
員
　
北
村
　
里
美
　

�
（
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
）

２人は二輪草

　椎茸となめこの
原木栽培をして６
年。近所の人から
大木をもらって育
て始めたのがきっ
かけです。たくさ
ん収穫できるよう
になり、色んな人
に食べてもらいた

いとの思いから生産者直売所『そくさいかん』で販売するこ
とにしました。
　椎茸の原木は主にコナラやクヌギ、なめこはハンノキを伐
採して使っています。一本の木を切って作るため、太い幹か
ら細い枝まで無駄なく利用します。
　原木栽培は天候や気温に左右されやすく、雨が降った後に
暖かい晴れた日が来ると、ものすごいスピードで生長するの
で、毎日かかさず確認しては、カサが開く前を見計らって収
穫します。椎茸もなめこも肉厚で、たくさん収穫できると「今
年も上手くできたな」という思いが込み上げ嬉しくなります。
　これからも健康のためにも体を動かし、妻と協力しながら
『そくさいかん』を通して美味しい食材を届けていきたいです。

西本 正和さん津幡町

中林さんご夫妻
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料理レシピ
募集

　ご家庭で簡単にできる、地物・旬の食材を使
ったレシピを募集しています。
　投稿くださったレシピをリバノスやホームペ
ージで紹介したいと思いますので、皆さんのご
自慢料理を送ってくださいね！
　また、いろいろな食材の保存方法をご存知の
方も、併せて募集しています。
　たくさんのレシピをお待ちしております。

募集方法（封書でお送りください。）
１．住所、氏名、電話番号
２．料理名または食材名
３．レシピまたは保存方法
　　（簡単にお書きください。）
４．一言コメント
５．写真

宛先
〒929-0326
河北郡津幡町字清水チ329
JA石川かほくリバノス編集局

※レシピが多い場合は、リバノス編
　集局で選定させていただきます。

※１～５の事項を必ず
　ご記入ください。

ご飯をおいしく
食事を楽しく

「天晴」のオーナーシェフ 永井　智一　氏

栗とアサリのチーズリゾット栗とアサリのチーズリゾット

作り方
❶　フライパンにオリーブ油、アサリ、栗、ニンニクを入れ、弱火で
炒める（ニンニクの香りを焦がさないように出す）。

❷　❶に白ワインを入れ、強火にしてチキンブイヨンを素早く入れ
る。

❸　ブイヨンが沸いたらあくを取り除き、冷や飯を入れほぐしながら
1分ほど煮る。

❹　仕上げに適当な大きさに切ったミツバ、パルメザンチーズを入
れ、さっくりと混ぜ合わせ塩・こしょうで味を調え出来上がり。

（１人分）
材　料

栗けんちんの漬けそば栗けんちんの漬けそば

作り方

材　料
（４人分）

❶　鍋にサラダ油を熱し、ゴボウ、ニンジン、鶏もも肉、栗を炒め
る。

❷　❶に漬け汁用の材料とほぐしたマイタケを入れ沸騰させ、中火で
あくを取りながら20分ほど煮る。

❸　器にそれぞれ❷を盛り付け、いりごまとミツバをのせ、ゆでて冷
水で締めたそばを添えて出来上がり。

むきアサリ…………30ｇ
ゆでた栗……………10粒
ニンニク（みじん切り）
………………… 1/2片

オリーブ油
……… 大さじ1と1/2

チキンブイヨン 3/4カップ
冷や飯…………… 100ｇ
白ワイン……… 大さじ1
パルメザンチーズ 大さじ2
ミツバ……………… 適宜
塩・こしょう……… 適宜

ささがきゴボウ… １本分
ニンジン（細切り）
………………… 1/2本

鶏もも肉（細切り）… １枚
むき栗…………20粒ほど
マイタケ……… １パック
サラダ油……… 大さじ２

〈漬け汁〉
　かつおだし… 5カップ
　しょうゆ… 1/2カップ
　みりん…… 1/2カップ
　料理酒…… 1/4カップ
いりごま…………… 適宜
ミツバ……………… 適宜
干しそば………… 400ｇ
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の
運勢
１月 天秤座

9/23～10/23

【全体運】困難な状況を打開して大躍進の予感です。あなたの本気が周囲の協力につながります。説明は丁寧に、連絡は密に
【健康運】おせちや郷土料理など伝統食にツキあり　　【幸運の食べ物】ヒラメ

金沢税務署からのお知らせ

令和２年分 確定申告会場開設日

令和２年分の確定申告は、

３密回避！！！
マイナンバーカードを使って送信
マイナンバーカードのほか、ＩＣカードリーダライタ又はマイナ
ンバーカード読取対応のスマートフォンが必要です。

ＩＤ・パスワードで送信
ＩＤ・パスワードは、申告されるご本人であればお近くの税務署
窓口ですぐに発行できます。※顔写真付きの本人確認書類（運
転免許証等）をお持ちください。 
※感染症の感染防止の観点からも、ぜひご自宅からe-Tax申
告をご利用ください。お早めの準備をお願いします。

確定申告会場は大変混み合います。

スマホでサクッと！パソコンでポチッと！確定申告！

令和３年２月16日火です。
所得税等の確定申告会場の開設日は、

　11月19日から21日の３日間、旧西部ライスセン
ターと配送センターで、予約注文した水稲肥料、園
芸肥料、農薬の自己取りが行われました。３日間で
約300人の生産者がトラックなどで引き取りに来て
くださいました。
　当ＪＡは生産資材コストの低減として、自己取り
拡大と予約配送センターの効率化による低価格供給
に取り組んでいます。
　当日は、当ＪＡ職員がトラックに積み込み、運搬
時における事故の防止から、トラックの最大積載量
を超えないよう確認しながら作業しました。
　ご理解とご協力を頂きありがとうございました。

　JAグループ石川は11月28日、石川県産業展示館
４号館にて「担い手応援フェア2020」を開催しまし
た。県内の担い手農業者等を対象に、JAグループ
との絆がさらに強まるような一体的なイベントとし
て実施されました。
　会場は、ハイテク・スマート農機や人気の園芸品
種、また省力・低コスト農業の紹介など農業新時代
にふさわしい最新の技術が多数展示されていました。
ステージセミナーでは国内と世界の食料需給状況の
違いや、スマート農業に対する考え方まで幅広いテ
ーマの講演が行われました。
　農業分野の技術確立が一
段と進む今、JAグループ
石川は農業者の所得増大・
農業生産の拡大に向けた多
角的な提案や、自己改革に
基づく実践支援を強化して
いくことに努めていきます。

肥料を取りに来る生産者（旧西部ライスセンター）

積載量を確認しながら積み込む当ＪＡ職員（配送センター）

作業補助器具を試着する来場者

令和3年度生産に向けて
肥料・農薬
自己取り実施

JAグループ石川JAグループ石川
担い手応援フェア2020 開催担い手応援フェア2020 開催
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の
運勢
１月 蠍　座

10/24～11/22

【全体運】順調に見えていたことがひっくり返る危険が。大丈夫と思っても最後まで気を抜かないように。約束は時間厳守で
【健康運】ラジオ体操など全身を動かす運動が◎　　【幸運の食べ物】ホウレンソウ

スマイルスクールスマイルスクール

　10月28日、第８回講座「こけ玉づくり」が当Ｊ
Ａ本店にて開催され、女性大学スマイルスクール９
期生21名が受講しました。
　こけ玉とは、植物の根をケト土などの粘性のある
土で球状に包み、そのまわりにコケを張り付け糸で
固定した草玉です。お部屋のインテリアとして飾っ
て楽しめます。
　講師に白山市の宮子花園園主、宮子豊吉さんを迎
え、こけ玉の作り方や管理方法
の説明を聞きました。今回作る
こけ玉は冬の寒さにも強いシク
ラメンと、ヘデラやオタフクナ
ンテンなどの観葉植物の二種類。
　受講生はまず赤、ピンク、白
色など７色のシクラメンと４種
類の観葉植物からお家に飾る光
景を想像しながら一つずつ好き

なものを選びました。出来栄えを左右するこけ玉の
形成作業では、丸々とした球になるよう、丁寧に丸
みを調整。ワイヤーでコケを固定する作業では、巻
き方が難しく苦戦する場面も見られましたが、受講
生同士教え合いながらしっかりと巻き付け、可愛い
こけ玉に仕上がりました。
　受講生は「家に飾るのが楽しみ」「違う草花でも
作ってみたい」と、冬場の寒い時期でも屋内ででき
るガーデニングの楽しみ方を学び、土や植物に触れ
合う時間を楽しみました。

　女性大学スマイルスクール８期生の第19回講座が
11月４日、かほく市のほのぼの健康館で開催され、
受講生24名がこんにゃく作りに挑戦しました。今
回は新型コロナウイルス感染症対策として、午前と
午後の二班に分かれて行いました。
　材料のこんにゃく芋は受講生が栽培した芋を使用。
５月に種芋をプランターに植え付け、10月に収穫
を行いました。
　夏の低温の影響が心配されたものの順調に生長し、
握りこぶしほどの大きさにまでなり
ました。
　講師には石川県県央農林総合事務
所の加茂川えりさんをお招きし、こ
んにゃく作りのポイントとして、撹
拌した芋を捏ねる時間や、こんにゃ
くの硬さを左右する凝固剤の量の重
要性など説明がありました。作業で

は芋を切って、水の量をはかり、ミキサーにかける
などたくさんの工程があったなか、皆で作業を分担
しながら協力し合う場面が見られ、また体力と根気
が必要な捏ねる作業では、グループで会話を楽しみ
ながら励まし合ってこんにゃくを作りました。手作
りこんにゃくの魅力や料理に合わせた楽しみ方を知
った受講生は「帰ってから家族と一緒に食べるのが
楽しみ」「青のりや唐辛子などオリジナルも作って
みたい」など話していました。
　農作物の栽培から調理までの一連を体験し、収穫
の喜びや日々の食事への感謝を改めて感じる講座と
なりました。

栽培した芋でこんにゃく作り
８期生

土や植物に触れ合う楽しさを
感じて こけ玉づくり ９期生

捏ねる作業を楽しむ受講生こんにゃく芋の特徴を聞く受講生

ワイヤーでしっかり巻きつける受講生こけ玉の形成の仕方を教わる受講生
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の
運勢
１月

　

五
年
目
に
入
り
ま
し
た
。
今
年
は
ど
ん

な
年
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。
今
年
こ
そ

は
立
派
な
野
菜
を
つ
く
る
ぞ
と
意
気
込
み

つ
つ
、
豊
か
な
実
り
を
願
っ
て
我
が
家
の

作
付
け
計
画
を
作
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
は

秋
野
菜
の
失
敗
が
多
か
っ
た
の
で
、
特
に

秋
作
に
力
点
を
置
い
て
計
画
を
練
っ
て
い

ま
す
。

　

令
和
二
年
は
、
山
の
畑
で
は
イ
ノ
シ
シ
、

ハ
ク
ビ
シ
ン
、
タ
ヌ
キ
や
ウ
サ
ギ
の
食
害

が
多
く
発
生
し
作
れ
る
野
菜
は
限
ら
れ
て

き
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
ネ
ズ
ミ
や
モ
グ
ラ

も
常
連
さ
ん
で
す
が
、
た
ま
ね
ぎ
を
植
え

ま
し
た
。
さ
と
い
も
や
し
ょ
う
が
は
獣
も

無
視
し
て
く
れ
る
の
で
植
え
る
予
定
で
す
。

じ
ゃ
が
い
も
は
山
の
畑
の
ほ
う
が
味
が
良

い
の
で
、
ネ
ズ
ミ
に
は
悩
ま
さ
れ
ま
す
が

植
え
る
予
定
で
す
。
も
う
今
か
ら
獣
対
策

で
た
め
息
が
で
ま
す
。

　

じ
ゃ
が
い
も
は
、
昨
年
マ
ル
チ
栽
培
で

成
功
し
た
の
で
、
今
年
も
マ
ル
チ
を
し
ま

す
。
無
精
な
私
に
と
っ
て
草
取
り
が
不
要

に
な
る
な
ら
、
多
少
の
収
量
減
は
問
題
に

し
ま
せ
ん
。
ま
た
、
収
穫
時
の
マ
ル
チ
を

剥
が
す
瞬
間
の
ド
キ
ド
キ
感
が
た
ま
り
ま

せ
ん
。
残
念
で
す
が
、
マ
ル
チ
を
し
て
も

ネ
ズ
ミ
の
食
害
は
防
げ
ま
せ
ん
で
し
た
。

私
は
三
品
種
ほ
ど
つ
く
り
ま
す
が
、
ネ
ズ

ミ
が
好
ま
な
い
品
種
は
な
い
の
で
し
ょ
う

か
。
し
か
し
、
ネ
ズ
ミ
も
食
べ
な
い
じ
ゃ

が
い
も
は
お
い
し
い
の
か
？

　

ト
マ
ト
は
、
大
玉
と
ミ
ニ
ト
マ
ト
を
同

じ
畝
で
栽
培
し
た
の
で
、
肥
培
管
理
が
う

ま
く
い
か
ず
昨
年
は
思
わ
し
い
結
果
を
だ

せ
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、
黄
色
の
ミ
ニ

ト
マ
ト
の
苗
を
買
っ
た
つ
も
り
で
、
肥
料

を
多
め
に
施
用
し
脇
芽
を
伸
ば
し
て
ミ
ニ

ト
マ
ト
用
の
整
枝
を
行
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、

大
玉
の
黄
ト
マ
ト
が
生
り
び
っ
く
り
し
ま

し
た
。
今
年
は
品
種
に
応
じ
た
施
肥
管
理

が
し
や
す
い
よ
う
に
、
畝
を
別
に
つ
く
り

た
い
と
考
え
て
場
所
選
び
を
し
て
い
ま
す
。

　

な
す
や
ピ
ー
マ
ン
の
場
所
も
決
め
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
栽
培
が
十
月
ま
で

続
く
の
で
畑
の
中
心
で
は
秋
作
の
予
定
が

立
て
に
く
く
な
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
な

す
科
野
菜
の
後
地
は
避
け
て
日
当
た
り
が

良
く
、
水
は
け
が
良
く
、
で
き
れ
ば
水
や

り
が
便
利
な
場
所
を
選
び
た
い
も
の
で
す
。

昨
年
は
長
雨
の
時
期
に
水
は
け
が
悪
く
な

り
一
時
的
に
生
り
が
少
な
く
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
干
ば
つ
時
は
水
や
り
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
水
は
け
が
悪
い
畑

に
は
苦
労
し
ま
す
。

　

き
ゅ
う
り
は
、
五
月
の
連
休
に
植
え
付

け
る
時
は
接
ぎ
木
苗
を
利
用
し
ま
す
が
、

そ
の
後
は
種
を
ま
き
苗
を
育
て
て
植
え
付

け
し
連
続
収
穫
を
ね
ら
い
ま
す
。
こ
の
た

め
秋
ま
で
の
場
所
を
決
め
て
お
き
ま
す
。

昨
年
は
お
盆
に
残
り
種
を
ま
い
て
種
代
分

の
き
ゅ
う
り
を
収
穫
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
品
種
を
選
べ
ば
も
う
少
し
多
く
採

れ
た
の
で
は
と
考
え
て
い
ま
す
。
品
種
選

び
も
楽
し
い
で
す
。

　

す
い
か
は
イ
ノ
シ
シ
や
タ
ヌ
キ
、
ハ
ク

ビ
シ
ン
に
ね
ら
わ
れ
る
の
で
、
我
が
家
は

と
っ
く
に
作
る
こ
と
を
止
め
ま
し
た
。
家

の
そ
ば
の
菜
園
で
作
る
ト
マ
ト
も
ハ
ク
ビ

シ
ン
に
食
べ
ら
れ
る
の
で
、
目
の
届
き
や

す
い
畑
で
作
っ
て
も
厳
し
い
で
す
。
か
ぼ

ち
ゃ
は
ま
だ
食
害
を
受
け
て
い
な
い
の
で
、

今
年
も
伯
爵
と
甘
龍
の
二
種
類
植
え
る
予

定
で
す
。
秋
ま
で
そ
の
ま
ま
枝
を
伸
ば
す

の
で
隅
に
作
付
け
ま
す
。

　

ア
ブ
ラ
ナ
科
野
菜
は
種
類
も
多
く
小
松

菜
の
よ
う
に
周
年
栽
培
し
た
り
、
キ
ャ
ベ

ツ
な
ど
も
春
作
、
秋
作
と
栽
培
す
る
の
で

根
こ
ぶ
病
対
策
を
考
え
て
、
別
の
科
目
の

野
菜
と
輪
作
し
ま
す
。
春
に
レ
タ
ス
、
え

だ
ま
め
、
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
な
ど
を
作
り
、

秋
作
に
は
く
さ
い
、
キ
ャ
ベ
ツ
、
か
ぶ
を

作
り
ま
す
。
え
だ
ま
め
は
窒
素
肥
料
を
少

な
め
で
育
て
ま
す
が
、
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン

は
肥
料
が
大
好
き
な
作
物
な
の
で
畝
が
隣

接
す
る
と
き
は
、
通
路
を
広
く
開
け
ま
す
。

　

主
な
野
菜
類
の
場
所
を
決
め
た
ら
、
こ

た
つ
に
入
っ
て
時
間
を
か
け
て
、
そ
の
他

諸
々
の
野
菜
を
空
き
ス
ペ
ー
ス
に
は
め
込

ん
で
圃
場
マ
ッ
プ
を
作
り
、
つ
い
で
に
作

業
計
画
も
立
て
ま
す
。
さ
て
、
計
画
ど
お

り
に
お
い
し
い
野
菜
が
沢
山
収
穫
で
き
る

で
し
ょ
う
か
。
今
年
も
五
穀
豊
穣
を
神
様

に
祈
り
ま
し
ょ
。

さ
ぁ
作
ろ
う
！

家
庭
菜
園

家
庭
菜
園

 

森
田　

惠
子

射手座
11/23～12/21

【全体運】お正月休みや旅行はゆったりプランで｡ 英気を養えば気持ちに余裕が生まれます。趣味の集まりに顔を出して
【健康運】体調不良を感じたら早めに病院を受診して　　【幸運の食べ物】アカガイ



13

の
運勢
１月

　

市
町
村
の
花
が
あ
る
と
こ
ろ
は
多
く

あ
り
ま
す
。
栽
培
容
易
な
花
な
ら
栽
培

し
て
、
自
分
の
住
む
地
を
ア
ピ
ー
ル
し

て
は
ど
う
で
し
ょ
う
。
か
ほ
く
市
と
津

幡
町
の
花
は
ハ
マ
ナ
ス
と
ツ
ツ
ジ
で
、

共
に
栽
培
し
や
す
い
花
で
す
。

◆
ハ
マ
ナ
ス

　

ハ
マ
ナ
ス
（
図
１
）
は
北
海
道
に
多

く
見
ら
れ
ま
す
が
、
太
平
洋
側
で
は
関

東
ま
で
、
日

本
海
側
で
は

鳥
取
ま
で
の

海
岸
地
帯
に

自
生
し
て
い

ま
す
。
香
り

の
強
い
桃
色
一
重
の
花
を
咲
か
せ
ま
す

が
、
白
花
や
八
重
花
も
あ
り
ま
す
。
朱

赤
の
扁
平
球
状
の
果
実
は
生
食
ま
た
は

ジ
ャ
ム
と
し
て
利
用
で
き
ま
す
。

　

強
健
で
育
て
や
す
い
花
で
す
。
地
際

か
ら
走
出
枝
を
出
し
て
外
側
に
多
く
の

株
を
増
や
し
て
群
生
し
ま
す
。
場
所
に

よ
っ
て
株
が
広
が
り
す
ぎ
て
困
る
よ
う

な
ら
、
適
宜
外
側
の
株
を
除
き
ま
す
。

地
植
え
で
は
水
は
け
が
よ
い
日
当
た
り

の
良
い
場
所
に
、
水
は
け
が
悪
い
場
合

は
粒
土
や
粗
目
の
砂
、
腐
葉
土
等
を
加

え
て
改
良
を
し
ま
す
。
鉢
植
え
で
は
十

号
以
上
の
鉢
に
赤
玉
土
と
鹿
沼
土
の
等

量
混
合
土
に
二
割
程
度
の
腐
葉
土
を
混

ぜ
て
植
え
る
と
良
い
で
し
ょ
う
。
成
育

が
強
く
、
走
出
枝
が
発
生
す
る
こ
と
か

ら
、
一
、二
年
ご
と
に
鉢
替
え
し
、
そ

の
際
に
無
駄
な
根
と
走
出
枝
を
整
理
し

ま
す
。
施
肥
は
春
の
芽
出
し
前
と
、
秋

に
緩
効
性
化
成
肥
料
を
地
植
え
で
軽
く

二
握
り
、
鉢
植
え
で
一
握
り
与
え
ま
す
。

繁
殖
は
走
出
枝
の
株
を
分
け
る
か
、
種

子
で
行
い
ま
す
。
成
熟
果
実
か
ら
種
子

を
取
り
出
し
て
良
く
洗
い
、
そ
の
ま
ま

平
鉢
等
に
ま
き
（
採
り
ま
き
）、
発
芽

ま
で
乾
燥
さ
せ
な
い
よ
う
に
管
理
し
ま

す
。
ま
た
は
採
種
、
調
製
し
た
種
子
を

湿
っ
た
水
苔
や
ピ
ー
ト
モ
ス
と
と
も
に

ポ
リ
袋
に
入
れ
冷
蔵
庫
で
保
存
し
、
春

に
改
め
て
ま
き
直
し
ま
す
。

◆
ツ
ツ
ジ

　

ツ
ツ
ジ
に
は
多
く
の
種
類
が
あ
り
ま

す
。
津
幡
町
の
山
部
に
自
生
し
て
い
る

の
は
花
が
緋
赤

色
の
ヤ
マ
ツ
ツ

ジ
（
図
２
）
で

し
ょ
う
か
ら
、

こ
の
種
を
栽
培

し
た
い
と
こ
ろ

で
す
。
ヤ
マ
ツ
ツ
ジ
は
日
本
中
に
広
く

分
布
し
て
い
ま
す
が
、
園
芸
的
に
は
あ

ま
り
利
用
さ
れ
て
い
ず
、
園
芸
店
で
入

手
し
づ
ら
い
種
類
で
す
。
ツ
ツ
ジ
に
は

常
緑
性
と
落
葉
性
が
あ
り
、
前
者
大
輪

種
に
は
庭
園
樹
と
し
て
よ
く
使
わ
れ
る

オ
オ
ム
ラ
サ
キ
、
ヒ
ラ
ド
ツ
ツ
ジ
（
図

３
）
等
が
、
小
輪
種
に
は
ヤ
マ
ツ
ツ
ジ
、

ク
ル
メ
ツ
ツ
ジ
（
図
４
）、
キ
リ
シ
マ

ツ
ツ
ジ
、
サ
ツ
キ
（
図
５
）
等
が
あ
り

ま
す
。
後
者
に
は
レ
ン
ゲ
ツ
ツ
ジ
、
エ

ク
ス
バ
リ
ー
ア

ザ
レ
ア
、
ミ
ツ

バ
ツ
ツ
ジ
等
が

あ
り
ま
す
。
常

緑
性
種
は
挿
し

木
も
容
易
で
栽

培
し
や
す
く
、

刈
り
込
み
に
も

強
い
の
で
扱
い

安
い
で
す
。
落

葉
性
種
は
挿
し

木
が
難
し
く
、

根
量
も
少
な
く

移
植
が
難
し
く
、

刈
り
込
み
に
弱

い
の
で
扱
い
づ

ら
く
な
り
ま
す
。

ツ
ツ
ジ
は
一
般

的
に
密
生
し
た
繊
毛
根
が
乾
燥
に
弱
く
、

一
方
過
湿
で
枯
れ
る
こ
と
が
あ
り
、
植

え
替
え
時
に
旧
栽
培
土
と
新
栽
培
土
の

性
質
が
大
き
く
異
な
る
と
新
土
へ
の
根

の
伸
長
が
妨
げ
ら
れ
ま
す
。
新
土
を
旧

土
に
合
わ
す
か
、
旧
土
を
洗
い
落
し
て

か
ら
植
え
ま
す
。
酸
性
土
を
好
む
の
で

植
え
付
け
に
は
鹿
沼
土
主
体
の
栽
培
土

を
用
い
る
と
良
い
で
し
ょ
う
。
切
り
戻

し
や
刈
り
込
み
は
花
の
終
わ
っ
た
直
後

に
行
い
、
花
後
一
か
月
を
超
え
な
い
よ

う
に
し
ま
す
。

◆
ウ
シ
の
着
く
花

　

今
年
は
丑
年
で
す
。
ウ
シ
の
着
く
花

に
イ
ワ
タ
バ
コ
科
の
ウ
シ
ノ
シ
タ
（
ス

ト
レ
プ
ト
カ
ー
パ
ス
・
ウ
ェ
ン
ド
ラ
ン

デ
ィ
イ
：
図
６
）
が
あ
り
ま
す
が
、
こ

の
花
は
植
物
園
で
し
か
会
う
こ
と
は
な

い
で
し
ょ
う
。
同
属
の
園
芸
交
雑
種
（
図

７
）
は
春
以
降
に
店
頭
に
並
び
ま
す
。

根
元
を
湿
り

す
ぎ
な
い
よ

う
に
し
、
時

々
施
肥
す
れ

ば
長
い
間
咲

き
続
け
ま
す
。

寒
さ
に
弱
い
の
で
冬
は
室
内
で
管
理
し

ま
す
。
葉
挿
し
が
容
易
な
こ
と
で
知
ら

れ
、
苗
が
簡
単
に
増
や
せ
ま
す
。

市
と
町
の
花
を
作
ろ
う

土
屋　

照
二

季
節
の
花
づ
く
り

図１

図５

図２

図６

図３

図７

図４

山羊座
12/22～1/19

【全体運】非常に勢いのある運気。活躍の場を広げていく好機です。金運も好調で資金面の問題もクリア。相談は年配の方に
【健康運】楽しみながらできるスポーツで体力アップ　　【幸運の食べ物】イチゴ
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の
運勢
１月

　　「入浴で体を癒やす」を読ませて頂き
ました。納得です。もうこの時期、シャワ
ーをやめて、お湯につかって癒されていま
す。 津幡町　坂井　外美枝
温かいお湯にゆったり浸かることで冬の寒
さをより癒やしてくれますよね。冬至に柚
子風呂とも言われますので、柚子の香りを
感じながらリラックスするなど、心も体も
ポカポカと温め、風邪をひかずに寒い冬を
乗り越えていきましょう。
　 　
　　プランター菜園も終わり、つるなしの
エンドウ豆を植えようと思います。今年は
朝顔が良く咲き、子供みたいに朝咲いた花

を数えるのがとても楽しみでした。
 かほく市　沢野　婦美子
たくさん花が咲いてくれると愛着が湧いて
嬉しくなりますよね。朝顔の花のようにつ
るなしのエンドウ豆も綺麗な実りをつけて
くれるといいですね。
　 　
　　健康百科や家庭菜園も楽しく読ませて
頂いています。秋はやはり、栗ですね。お
いしい栗ご飯を作りましょう。
《栗の皮むきについて》
包丁を持つ手の反対の手（親指）にキズバ
ンを貼ってから栗の皮むきをしましよう。
指を切る事もなく、楽しく、皮をむく事が
できます。
 かほく市　田中　禮子
安全な栗の皮むきについてのアドバイス、
ありがとうございます。これからの時期、
おせち料理の栗きんとんや栗入りぜんざい
など、栗の美味しさが広がりますね。
今月号の「ご飯をおいしく食事を楽しく」
のコーナーでも栗を使ったレシピを紹介し
ていますので是非、ご参考に試してみて下
さい。

　　いつも「さあ作ろう！家庭菜園」を読み、
狭い畑ですが参考にして楽しんでいます。
それに応えて良いものが出来たら「ありが
とうね」と言葉を掛けています。
 かほく市　匿名希望：ラベンダー
ご愛読ありがとうございます。種や苗を植
えるときのワクワク感、日に日に育ってい
き、やがて実がなり収穫するときの達成感
から、野菜を育てる楽しさに繋がりますよ
ね。これからも美味しい野菜作り頑張って
下さい。

　その他、たくさんのお便りが届いています。紙面
の都合上、全員の方のお便りを載せることができな
い場合もございます。ご了承下さい。実名で載せさ
せていただいておりますが、匿名希望の方は明記し
てください。お便りをお待ちしております。
<お便りのあて先>
〒929-0326　河北郡津幡町字清水チ329
 JA石川かほくリバノス編集局

お便りお便り
コーナーコーナー

川
柳
川
柳

石
本
よ
し
一
選

題
「
朝
」

●
秀朝

食
は
パ
ン
派
お
米
派
三
世
代

川
端　

春
美
（
狩
鹿
野
）

●
佳
作

朝
刊
に
コ
ロ
ナ
の
次
は
熊
の
文
字

𠮷
田　

順
子
（
川　

尻
）

朝
ド
ラ
を
見
て
か
ら
ド
ッ
コ
イ
腰
を
上
げ

古
林　

照
子
（
長
柄
町
）

あ
と
五
分
ふ
と
ん
恋
し
い
雨
の
朝

宮
本
由
紀
子
（
宮　

坂
）

床
の
中
朝
の
お
か
ず
を
考
え
る

越
野　
　

香
（
二
ツ
屋
）

朝
市
に
客
呼
ぶ
海
女
の
口
達
者

前
山
優
美
子
（
太　

田
）

●
入
選

朝
ご
は
ん
卵
か
け
し
て
舌
鼓

松
本　

義
隆
（
岩　

崎
）

寝
過
ご
し
て
朝
食
抜
き
で
社
へ
走
る

村
田　

由
枝
（
竹　

橋
）

朝
帰
り
抜
き
足
さ
し
足
忍
び
足

専
能　

専
父
（
能　

瀬
）

朝
夕
に
念
仏
申
す
祖
母
が
好
き

山
崎　

洋
子
（
横　

浜
）

お
は
よ
う
と
よ
く
眠
れ
た
か
機
嫌
い
い

藤
沢　

充
子
（
瓜　

生
）

茶
柱
が
立
っ
た
喜
び
朝
ご
飯

井
田　

宏
子
（
井
野
河
内
）

朝
一
に
神
仏
さ
ま
に
ご
挨
拶

長
谷
川
恵
子
（
市　

谷
）

熊
が
増
え
朝
の
散
歩
も
出
来
ぬ
秋

福
田　

貞
子
（
岩　

崎
）

朝
の
畑
コ
ロ
ナ
気
に
せ
ず
深
呼
吸

加
藤　

秀
子
（
五
反
田
）

日
差
し
よ
け
朝
顔
か
き
ね
涼
し
げ
に

田
村　

悦
子
（
大
根
布
）

朝
一
に
鏡
の
前
で
顔
チ
ェ
ッ
ク

松
田　

彩
加
（
金　

沢
）

子
供
等
と
朝
の
挨
拶
マ
ス
ク
越
し

田
中　

介
之
（
上
田
名
）

快
適
な
朝
の
目
覚
め
に
四
肢
伸
ば
す

洲
崎　

昭
子
（
太　

田
）

朝
換
気
コ
ロ
ナ
用
心
怠
た
ら
ず

二
羽
ト
モ
子
（
南
中
条
）

朝
や
け
の
予
感
が
あ
た
り
種
を
蒔
く

松
田　

妙
子
（
浅　

田
）

炊
き
た
て
の
ご
飯
お
か
わ
り
旅
の
朝

兼
保　

直
美
（
潟　

端
）

朝
ド
ラ
に
エ
ー
ル
を
も
ら
い
前
向
き
に

永
下　

茂
和
（
坂　

戸
）

通
勤
の
マ
ス
ク
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
今
朝
は
ブ
ル
ー

河
合　

雅
子
（
津　

幡
）

三
月
号
題

「
新
」
三
句
マ
デ

●
締
切
り　
　
一
月
十
日
必
着

四
月
号
題

「
聞
」
三
句
マ
デ

●
締
切
り　
　
二
月
十
日
必
着

＜

投
句
先＞

〒
九
二
九
ー
〇
三
〇
八
津
幡
町
字
菩
提
寺
ワ
三

石
本
よ
し
一　
宛　

※
投
句
の
際
、
住
所
・
氏
名
を
お
書
き
忘
れ
の
な
い
よ

う
お
願
い
致
し
ま
す
。

評

三
世
代
が
同
居
す
る
家
庭
は
、
最
近
で
は
め
ず

ら
し
い
こ
と
で
す
。

　

食
糧
難
を
経
験
し
た
お
年
寄
り
と
、
飽
食
の
時
代

に
生
を
受
け
た
若
者
と
で
は
、
食
生
活
に
も
大
き
な

違
い
が
あ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

朝
食
は
パ
ン
と
牛
乳
の
世
代
、
ど
う
し
て
も
ご
飯

を
い
た
だ
か
な
い
と
、
腹
が
淋
し
い
と
言
う
世
代
、

三
世
代
は
と
か
く
に
ぎ
や
か
な
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

パ
ン
派
と
お
米
派
と
仲
良
く
暮
ら
す
こ
と
が
で
き

れ
ば
、
す
ば
ら
し
い
こ
と
で
す
。

水瓶座
1/20～2/18

【全体運】下旬から運勢が上昇。無理を通したいなら時間をかけて説得を。ゴリ押ししない態度が幸運を引き寄せます
【健康運】手や足のつぼを押して血行を促進　　【幸運の食べ物】イセエビ
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の
運勢
１月

　

寒
さ
が
誘
引
す
る
病
気
の
一
つ
に
脳

出
血
が
あ
り
ま
す
。
動
脈
硬
化
や
加
齢

で
傷
ん
だ
脳
の
血
管
に
急
に
大
き
な
圧

力
が
か
か
る
と
、
脳
の
血
管
が
破
れ
て

脳
出
血
に
な
り
ま
す
。

　

脳
出
血
は
、
ほ
と
ん
ど
前
兆
が
な
く

発
症
し
死
に
至
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

命
が
助
か
っ
て
も
後
遺
障
害
が
一
生
残

る
場
合
も
多
い
の
で
す
。
手
足
が
自
由

に
動
か
せ
な
く
な
る
ま
ひ
、
言
葉
や
視

界
の
障
害
、
記
憶
力
や
集
中
力
の
低
下

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
障
害
が
残
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。
場
合
に
よ
っ
て
は
介
護

が
必
要
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

前
日
よ
り
気
温
が
一
気
に
下
が
っ
た

朝
や
温
度
差
が
大
き
い
日
に
血
圧
は
上

が
り
が
ち
で
す
。
血
圧
が
高
い
の
に
、

生
活
改
善
や
必
要
な
治
療
を
行
わ
ず
放

置
し
て
い
る
と
、
脳
出
血
を
起
こ
し
や

す
く
な
り
と
て
も
危
険
で
す
。

　

日
頃
か
ら
塩
分
の
取
り
過
ぎ
、
多
過

ぎ
る
飲
酒
量
、
喫
煙
、
ス
ト
レ
ス
な
ど

の
生
活
習
慣
は
、
高
血
圧
に
つ
な
が
り

ま
す
。
思
い
当
た
る
人
は
、
高
血
圧
予

防
の
た
め
に
生
活
習
慣
の
見
直
し
も
大

切
で
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
「
医
療
機
関
に
は
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
が
い
て
恐
い

か
ら
、
行
か
な
い
方
が
良
い
」
と
、
定

期
的
な
通
院
を
中
止
し
、
病
気
の
治
療

が
中
断
し
た
ま
ま
の
人
も
い
ま
す
。
脳

出
血
の
予
防
に
は
、
ま
ず
、
高
血
圧
の

人
は
適
切
な
治
療
が
必
要
で
す
。
今
ま

で
控
え
て
い
た
人
も
、
通
院
を
再
開
し

ま
し
ょ
う
。
血
圧
が
や
や
高
め
に
な
っ

て
き
た
人
も
、
食
生
活
や
運
動
、
睡
眠

な
ど
生
活
を
見
直
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

農
作
業
は
ト
ラ
ク
タ
ー
で
生
活
は
自

家
用
車
、
そ
ん
な
運
動
不
足
の
人
は
ウ

オ
ー
キ
ン
グ
な
ど
の
運
動
を
継
続
し
ま

し
ょ
う
。
食
生
活
は
栄
養
バ
ラ
ン
ス
を

考
え
、
塩
分
控
え
め
に
し
て
薄
味
に
慣

れ
ま
し
ょ
う
。
冬
に
な
っ
て
寒
い
日
に

農
作
業
を
す
る
と
き
は
、
時
間
を
か
け

て
寒
さ
に
慣
れ
て
か
ら
作
業
を
始
め
ま

す
。
急
に
寒
い
場
所
に
出
た
り
、
グ
ッ

と
腕
に
力
を
入
れ
る
と
血
圧
が
上
が
り

ま
す
。
毎
日
血
圧
を
測
定
し
、
高
い
日

や
気
分
が
悪
い
日
は
農
作
業
を
休
む
勇

気
も
大
事
で
す
。

魚　座
2/19～3/20

【全体運】良好運。交友関係が広がりを見せています。楽しい情報をキャッチできるのでお出掛けを。金運は回復の兆し
【健康運】友人とのおしゃべりでストレスを解消　　【幸運の食べ物】ハクサイ

健
康
百
科寒

い
季
節
の
農
作
業
で
注
意
し
た
い
脳
出
血

健
康
科
学
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

福
田　

千
晶

消防訓練を実施
　ほのぼのデイサービスは11月11日、秋の火災予
防運動に合わせて消防訓練を実施しました。
　当施設での消防訓練は、利用者さんの安全とスタッ
フの意識向上のために毎年２回行っていましたが、
今年は８月に予定していた消防訓練は新型コロナウ
イルス感染症の影響で延期となり、県内の感染状況
を鑑みて、今回は十分な感染予防対策をとったかた
ちで行いました。
　訓練は、北陸総合防災センター立ち会いのもと、
厨房からの出火を想定して行われ、火災を知らせる
119番通報から、火災報知器の作動、初期消火、非
常口にスロープを掛けてスタッフが利用者さんを誘
導し駐車場に避難する一連の動作を訓練しました。
　また、避難後は駐車場で無事に全員が避難した安
全確認とケガ人の確認を行い、隊長（施設長）に報
告しました。

　北陸総合防災センターの方から ｢これから寒くな
り空気が乾燥し火災が発生しやすくなります。火の
元には十分注意し、万が一のときはご自身の安全を
第一に考えて行動してください｣と注意事項を頂き、
緊急時に適切な対応が出来る体制を再確認しました。
 ほのぼのデイサービス　施設長　津田　明彦　

ほのぼのデイサービスほのぼのデイサービスほのぼのデイサービスほのぼのデイサービス新着情報

スロープを使って避難する様子
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第８回 理事会だより 令和２年11月27日（金）開催

コロナに負けるな！
元気な宇ノ気支店を目指して !!

●支店活性化委員から、こんにちは!●

　宇ノ気支店活性化委員の喜多宗勝です。
　今年度は、春先から新型コロナウイルス感染症の影響を受け、
当支店としても当初計画していたイベントの中止や、規模の縮
小を余儀なくされました。
　唯一、８月14日に開催しました恒例の「夏まつり」では、
十分な感染予防対策を行ったうえで地元新鮮野菜や焼きそばな
どを販売し、利用者から「新鮮野菜市を待っていたよ」「久し
振り」など、地域住民の方々の元気な会話が所々から聞こえ、
多くの利用者に喜んで頂けたと思います。また、当日は「ＪＡ
探訪　地域に笑顔を！」という県内テレビ
局の取材も行われ、石川県民・管内利用者
に向け、元気な宇ノ気支店を発信出来たこ
とが委員としてとても嬉しかったです。
　今後のイベントに関しても、松本支店長
を中心に、支店職員・他活性化委員と共に
皆様のご来店を心よりお待ちしております。
　最後に、1日も早い新型コロナウイルス
感染症の終息を願うとともに、従
来の生活に早く戻れるよう願って
おります。
宇ノ気支店活性化委員  喜多 宗勝 

クロスワード
クイズ頭の体操？

P R E S ENT 11月号クイズ当選者

１ 一富士二タカ三ナスビは、何
に見ると縁起の良いもの？

２ キャンバスの大きさを表すと
きに使う言葉

３ 港を表す地図記号はこの形
４ 強烈な悪臭がする液をお尻か
ら噴射して身を守る動物

５ 1/100はセンチ、1/1000は
７ なぜか猫が入りたがる物
９ 大豆や緑豆の種子を暗い所で
発芽させた物

11 物事をするのにちょうど良い
頃合い

13 おせち料理に入れる煮豆
15 鶴は千年、̶̶は万年
16 ご飯のこと。カレー̶̶
17 ぬいぐるみに詰めます
19 ピーヒョロロと鳴く大きな鳥

二重マスの文字をA～Dの順に並べて
できる言葉は何でしょうか?

ヨコのカギ タテのカギQ

◆応募方法　ハガキに①答え②住所・氏名・電話番号③本誌に対する
ご意見・身近な役立つ情報などをご記入の上、下記あて
先までご応募ください。正解者の中から抽選で５名の方
に1,000円分の商品券をプレゼントします。

◆あて先　　〒929-0326 津幡町字清水チ329
　　　　　　JA石川かほく「リバノス編集局」
◆応募締切　１月10日（消印有効）　　◆当選発表　リバノス３月号

● 中村　清江 さん
● 松村小夜子 さん
● 松井　春美 さん
● 森田　年子 さん
● 白江　悦子 さん

〈答え〉ワイングラス

１ 羽根突きに使う道具
４ すずりですります
６ 止まらず次に進むこと
７ 重さを知りたいときに使いま
す

８ テレビやエアコンに向けてボ
タンを押します

10 ご飯のこと。焼き̶̶
12 いんいちがいち、いんにがに
……

14 ̶̶付きのタイで成人を祝っ
た

17 車が動きださないようにタイ
ヤにかませます

18 同種の事例は枚挙に̶̶がな
い

20 凍った場合は氷瀑（ばく）と
呼ばれます

21 ひもの̶̶が固くてほどけな
いよ

●審議事項
第１号議案　令和２年度石川県随時・常例検査結果に対す

る回答書について
第２号議案　個人情報取扱規程（別表）の改正について
第３号議案　育児休業に関する規程、介護休業に関する規

程の改正について
第４号議案　令和２年産大豆仮渡金について
第５号議案　理事と組合との契約承認（業務委託取引）に

ついて
●報告検討事項
⑴　令和２年10月末事業概況について
⑵　令和２年度内部監査品質評価結果の報告について
⑶　理事と組合との契約締結報告について
⑷　半期情報の開示（ディスクロージャー）について
⑸　令和２年度固定資産処分の報告について
⑹　令和２年産米集荷実績について
⑺　下期賞与支給について
⑻　年末年始業務予定について
⑼　その他
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新春フェア新春フェア
今年もよろしくお願い致します今年もよろしくお願い致します

　　令和３年
１月９日土 10日日

※なくなり次第
　終了します

　ＪＡ購買店舗での農薬陳列・POP広告を競い合う『JA POP甲子園2020』が開催され、ＪＡグリーン
かほくが「ラウンドアップ部門簡易陳列」で特別賞を受賞しました。この大会は、購買店舗の活性化、組
合員・利用者へのサービスの提供と満足度向上を図ることを目的に平成14年から開催されています。今年
は135ＪＡ、446店舗が参加し、初めての受賞となりました。

『ＪＡ－ＰＯＰ甲子園 2020』
ラウンドアップ部門 簡易陳列 特別賞 受賞

おめでとうございま
す！

特別賞を受賞したＪＡグリーンかほく 入り口に設置された商品ディスプレイ

野菜
特売

惣菜
販売

そくさいかん女性部

生産者直売所 そくさいかん ＪＡグリーンかほく

菜
売売売売売売

　　
開催
日時

めった汁
販売

10日
のみ

※新型コロナウイルス感染症の感染状況
により、開催の中止、またはイベント
内容を変更する場合が御座いますの
で、予めご了承下さい。



年末年始
営業時間のご案内

令和２年～令和３年

■年末年始ATM営業のご案内
　通常通り営業いたします。

ＪＡネットバンク
サービス

個人ネットバンク 令和３年１月１日～３日のパソコン、携帯電話、スマートフォン等を利用したサー
ビスは、8：00～19：00までとなります。

法人ネットバンク 令和３年１月１日～３日まで休止となります。

■その他サービス 

※個人ネットバンクは、お取引内容によってお取扱い時間が異なります。

年／月 日 曜日 本店・支店
給油所

自動車センター
農機センター
配送センター
LPガスセンター

JAグリーン�
かほく倶利伽羅SS 津幡セルフSS 宇ノ気SS

令和
２年
12月

26 土
休業

8：30～�
17：30

７：00～�
22：00

７：30～
19：30 8：30～17：30

休業

8：30～18：30

27 日 休業 8：00～
18：00 休業

28 月

8：30～17：30 8：30～
17：30

７：30～
19：30 8：30～17：30 8：30～17：3029 火

30 水

31 木 休業 休業 7：30～
18：00 休業 休業 休業

令和
３年
１月

１ 金

休業 休業

休業

休業 休業 休業

休業

２ 土 8：00～�
19：00３ 日

４ 月

8：30～17：30 8：30～
17：30

7：00～�
22：00

７：30～
19：30 8：30～17：30 8：30～17：30

５ 火

6 水

7 木

8 金 8：30～18：30

■年末年始営業時間のご案内




